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見
直
し
委
も「
中
止
が
適
当
」

は
っ
き
り
中
止
を
決
め
る
べ
き 

 中
森
議
員
は
、
公
共
事
業
見
直
し
委
員
会
が
中

間
報
告
で
「中
止
が
適
当
」と
答
申
し
た
５
つ
の
大

型
事
業
に
つ
い
て
、
「い
ず
れ
も
用
地
取
得
先
に
あ

り
き
だ
っ
た
り
、
地
元
の
大
多
数
の
強
い
反
対
が

あ
っ
た
り
、将
来
見
通
し
が
甘
い
な
ど
、問
題
の
あ
る

事
業
ば
か
り
で
あ
る
。こ
の
際
、は
っ
き
り
中
止
を
決

め
る
べ
き
」と
求
め
ま
し
た
。 

三
宅
吉
彦
企
画
総
務
局
長
は
、
現
在
、
関
係
部

局
に
お
い
て
、
中
止
・
延
期
し
た
場
合
に
生
じ
る
課

題
（
先
行
取
得
し
た
土
地
の
扱
い
や
国
な
ど
と
の
調

整
）を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
議
会

や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
最
終
的
な

判
断
を
す
る
と
答
え
ま
し
た
。 

高速道路計画も公共事業見直し委員会で審議すべき 

不要不急の巨大事業はきっぱり中止を 

中
森
辰
一
議
員
の 

一
般
質
問
② 

12
月
15
日 

「中止が適当」と答申された５つの大型事業 

 
事業費 
（億円） 

 

広島国際見本市 

会場整備 

214 

54 

世代間交流拠点 

施設整備 

未定  

未定  

川内土地区画整理 
未定  

未定  

都市センター地区 

土地区画整理 

未定  

未定  

河川マリーナ整備 
13  

2  

市土地開発公社が 

用地先行取得済み  

５つの 
大型事業 

事業費は、2004年度～2007年度の計画額の合計。

上段は事業費、下段は一般財源から支出される額。 

市
「
当
初
計
画
通
り
整
備

す
る
こ
と
は
困
難
」 

 

中
森
議
員
は
、
高
速
１
号
線
の
馬
木
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
つ
い
て
、「元
々
、並
行
す
る
県
道
で
充
分
交

通
量
が
ま
か
な
え
る
状
況
の
も
と
で
建
設
を
進
め

た
結
果
、
予
測
の
10
倍
を
超
え
る
地
盤
沈
下
で
、

当
初
88
億
円
の
計
画
だ
っ
た
建
設
費
が
２
倍
以
上

と
な
る
１
７
８
億
円
に
膨
ら
む
事
態
と
な
っ
た
。
必

要
が
な
い
道
路
な
ら
事
業
を
中
止
す
べ
き
」と
求
め

ま
し
た
。 

ま
た
、
広
島
高
速
道
路
の
将
来
交
通
量
が
当
初

予
測
か
ら
３
割
下
方
修
正
さ
れ
、
約
１
千
億
円
も

減
少
し
た
投
資
可
能
額
の
穴
埋
め
が
８
２
０
億
円

も
で
き
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
し
、「
穴
埋
め
が
で
き

な
け
れ
ば
最
終
的
に
は
税
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に

な
る
。そ
れ
な
ら
工
事
着
手
し
て
ま
も
な
い
東
部
線

（
高
速
５
号
線
）を
中
止
す
る
な
ど
思
い
切
っ
た
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
」と
た
だ
し
ま
し
た
。 

池
上
義
信
道
路
交
通
局
長
は
、
広
島
高
速
道

路
は
受
益
者
負
担
に
よ
る
有
料
道
路
事
業
を
基

本
に
、
「合
併
公
共
事
業
」を
取
り
入
れ
て
整
備
を

進
め
、導
入
空
間
と
な
る
平
面
街
路
な
ど
は
「関
連

公
共
事
業
」と
し
て
市
が
整
備
し
て
い
る
と
説
明
。

将
来
交
通
量
の
下
方
修
正
に
よ
る
投
資
可
能
額
の

減
少
に
加
え
、
事
業
費
を
精
査
し
た
結
果
、
５
路

線
・
４
車
線
の
有
料
道
路
建
設
事
業
費
が
約
１
４
０

億
円
増
加
す
る
な
ど
、
採
算
悪
化
の
見
込
み
か
ら

「当
初
の
計
画
通
り
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
」と
の

考
え
を
示
し
、
馬
木
ト
ン
ネ
ル
や
東
部
線
に
つ
い
て

は
、
広
島
高
速
道
路
全
体
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
の
な
か
で
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

広島 
高速道路 

広島高速道路の「本体」は 

公共事業見直し委員会の審議対象外!? 
 

中森議員は、「広島高速道路整備という巨大事業が、なぜ見

直し委員会の審議対象となっていないのか」と指摘し、対象事

業に加えて徹底した見直しを行うよう求めました。 

池上道路交通局長は、見直し委員会の審議対象は総事業費

10億円以上の普通建設事業（税負担で整備するもの）であり、

広島高速道路については、高速道路本体の「合併公共事業」と

平面街路などの「関連公共事業」の２つが「関連道路」として審

議対象となっていると説明しました。 

また、受益者負担による高速道路本体の「有料道路事業」は

審議対象ではないが「関連道路」と不可分の関係にあることか

ら、「関連道路の見直しいかんでは有料道路事業に影響すると

認識している」と答えました。 

借
金
払
い
が
少
し
で
も
減
る
よ
う 

国
に
働
き
か
け
を 

 

中
森
議
員
は
、公
共
事
業
見
直
し
委
員
会
が
中
間
報
告
で
『実

施
が
適
当
』
と
し
た
27
事
業
の
今
後
４
年
間
の
一
般
財
源
か
ら
の

支
出
の
う
ち
、
そ
の
８
割
が
下
水
道
事
業
への
繰
出
金
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
、
「減
ら
し
て
き
た
と
は
い
え
、
な
お
年
３
０
０
億

円
規
模
の
建
設
事
業
を
ど
う
見
直
す
の
か
。ま
た
、年
３
０
０
億
円

規
模
の
借
金
払
い
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
国
に
利
息
軽
減
を
求

め
、
さ
ら
に
元
利
返
済
の
繰
り
延
べ
を
求
め
る
こ
と
な
ど
が
必
要

で
は
な
い
か
」と
た
だ
し
ま
し
た
。 

中
本
信
雄
下
水
道
局
長
は
、
今
後
４
年
間
の
下
水
道
整
備
計

画
（７
８
１
億
円
）
は
過
去
４
年
間
（１
４
４
７
億
円
）の
約
半
分
に

圧
縮
し
て
い
る
と
説
明
。
ま
た
、
今
年
初
め
て
認
め
ら
れ
た
「高
金

利
債
の
低
金
利
債
へ
の
借
り
換
え
」に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
も
継

続
的
に
借
り
換
え
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
金
利
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に

対
し
て
要
望
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

下水道 



解決への 

取り組み状況は 
 

 中森議員は、９月議会以降、不法な

土砂投棄が行われている4つの地点

（Ａ～Ｄ地区）の解決に向けた取り組

みは進んでいるのかききました。 

 米神健経済局長は、現状について

次のように答え、今後の防災工事に

ついては、地権者が実施方法につい

て検討していることを報告しました。 

（Ａ地区）埋立工事の中止を地権者、

埋立業者に要請しているが、両者とも

埋立工事を中止する意思がなく、現

在も少量の土砂の搬入が断続的に続

いている。 

（Ｂ地区）広島県が業者に対し復旧命

令を出しているが、現在まで復旧工

事の動きが見られないため、早期に

着工するよう再三にわたり督促してい

る。 

（Ｃ地区）埋立工事が完了している。 

（Ｄ地区）本市や地元の要望を受け、

地権者が埋立業者に対し契約解除を

申し入れ、埋立業者もこれを承諾し

て、工事を中止し撤退した。現在では

機械、資材等は撤去され埋立工事は

完全に中止されている。 

農業用水路に 

転落防止柵を 
 

 ９月議会で、八木用水路での転落

事故の損害賠償議案がありました。

中森議員は、①転落防止柵は設置し

たか、②道路と接しているところで転

落防止柵等が設置されていない箇所

の状況は、③危険箇所について早急

に設置計画をたてるべきでは―と質

問。池上義信道路交通局長は次のよ

うに述べました。 

①八木用水路は、安佐南区八木から

長束にかけて、農業用水の確保を目

的に整備されたもので、延長約16・３

ｋｍうち８・９ｋｍが道路と接している。

事故の箇所はすでに転落防止柵を

設置した。 

②この箇所も含め、地元住民や土地

改良区等の了解が得られた約４・７ｋ

ｍについて転落防止柵の設置など対

策を講じている。 

③残り約４・２ｋｍは、用水路の維持管

理上の問題や狭い道路に柵を設置

すると車の自宅への出入りや離合が

困難になる等で、関係者の了解が得

られていない。防護柵以外の方法を

含め、関係者と協議しながら、順次、

危険防止対策を実施していく。 

フレッシュアシスタン

ト事業などの継続を 
 

 中森議員は雇用問題についてふれ、

緊急地域雇用創出特別交付金事業

（雇用創出効果の高い延べ80事業、雇

用 人 数 1687 人、04 年 度 ま で）の な か

で、フレッシュアシスタント事業（教員補

助者を雇用）など必要とされる事業は、

期間が終了しても継続するべきだと提

案しました。また、新卒者の採用拡大の

ために市内の業界団体や経済団体な

どに要請するべきだと求めました。 

 増田学市民局長は、「特別交付金事

業については政令指定都市の市長連

名で、厚生労働省に対し、事業の継続

等について要望している。国が事業を

終了した場合には、市の事業も終了す

ることになるが、現在の事業の効果を検

証し、今後の対応を検討していきたい」

と述べました。 

 また、採用拡大についても、「関係機

関と協力しながら、業界団体や経済団

体などに、新卒者

の採用拡大ついて

要請していきたい」

と答えました。 

今
年
度
末
に
新
減
量
目
標
を
策
定 

  

中
森
議
員
は
、
安
佐
南
清
掃
工
場
の
建
替
え
計
画
（
現
在

２
０
０
ト
ン
を
６
０
０
ト
ン
規
模
に
拡
大
す
る
計
画
）に
つ
い
て

質
問
。
市
は
、
97
年
の
ご
み
処
理
基
本
計
画
で
減
量
目
標
を

10
％
（
98
年
度
の
可
燃
ご
み
量
を
08
年
度
ま
で
に
）と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
達
成
し
た
場
合
、
同
工
場
は
２
０
０
ト
ン

規
模
で
間
に
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
議
員
は
こ
の
こ
と
を

示
し
、
目
標
の
見
直
し
と
思
い
切
っ
た
減
量
施
策
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。 

 

今
田
幹
男
環
境
局
長
は
、
「経
済
情
勢
等
の
変
動
に
よ
る
ご

み
排
出
量
の
増
大
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
処
理
体
制
を

整
備
す
る
」と
、
従
来
通
り
に
答
弁
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

推
進
協
議
会
で
、
減
量
目
標
な
ど
を
示
し
た
中
間
と
り
ま
と

め
（今
年
12
月
）
に
対
す
る
市
民
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
今
年

度
末
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
同
議
員
は
、
財
政
難
も
考
慮
し
、
現
在
の
工
場
の
利
用

延
長
は
で
き
な
い
か
、
全
国
の
事
例
調
査
を
提
案
。 

 

環
境
局
長
は
、
「清
掃
工
場
の
機
械
や
装
置
は
国
の
定
め
る

耐
用
年
数
で
は
７
年
、
定
期
的
な
点
検
・整
備
な
ど
で
施
設

全
体
で
25
年
の
使
用
に
耐
え
る
。
安
佐
南
工
場
は
稼
動
開
始

か
ら
20
年
が
経
過
し
08
年
に
は
建
替
え
の
必
要
が
あ
る
」と

答
え
ま
し
た
。 

安佐南清掃工場建替計画 

規模見直し、思い切ったごみ減量対策を 

Ｑ市内の焼却工場体制を、5個所から

３個所に変えるという方針転換につい

て市民的議論が必要ではないか。 

 

（環境局長）市はこれまで「地域内処理

の原則」に基づき、清掃工場の整備を進

めてきた。国は、97年「ごみ処理に係る

ダイオキシン類発生防止等ガイドライ

ン」で、施設の大型化・集約化、連続運

転化を強く求める方針を示した。 

 これを踏まえ、02年に「市廃棄物処理

事業審議会」（各種団体関係者、学識

経験者等）へ「清掃工場の整備のあり

方」について諮問を行い審議した結果、

02年８月に「地域内処理の原則」を見直

し、ごみ処理区域の弾力的な運用を行

うとともに、安全性、経済性、効率性に

十分配慮し、市域全体を視野に入れた

適正配置を進めることが必要である答

申を受けた。 

 これを踏まえ、中工場に続く新規清掃

工場として安佐南工場建替事業にとり

くんでいる。 

雇用問題 
白木町土砂
投棄問題 

八木用水路
転落事故 

財政難のなか 


